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日本からは２名の選手が出場し、男子立位の佐藤圭一選手が９位、女子立位の出来
島桃子選手が１０位に入りました。

▼佐藤 圭一選手
雪のコンディションが変わり難しいレースになったが、滑
るスキーを作ってくれたワックスマンに感謝したい。入
賞できたレースだったが射撃の１発のミスとアクシデント
による転倒が悔しい。次のレースに向けて調整をしっか
りして最後のバイアスロンインディビディアルに臨みたい。

▼出来島 桃子選手
射撃は、良くなってきてると思うので、最後まで集中し
て頑張りたいと思います。とても気温の高い中でのレー
スでしたが、この後も同じような状況でのレースになる
と思うので、最後までしっかり滑りたいと思います。

【日本選手の成績】
【男子】
▼立位の部
9位 佐藤 圭一（LW8／愛知県、セールスフォース・ジャパン） ３４分４９秒２ Ｐ＝１

[優勝：マーク・アレンズ（カナダ） ３１分４５秒２ Ｐ＝０]

【女子】
▼立位の部
10位 出来島 桃子（LW6／新潟県、新発田市役所） ４１分５９秒１ Ｐ＝３

[優勝：イリーナ・ブイ（ウクライナ） ３６分４３秒１ Ｐ＝０]
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